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北関東地域で分離された伝染性造血器壊死症ウイルス

（IHNV）の遺伝的系統の変遷 

 
研究成果のポイント 

 1970 年代にニジマスの卵と共にアメリカから日本へ侵入した IHNV は、現在、複数の

lineage（系統）が確認されているが、各系統の時代的変遷は不明であった。 

 そこで本研究では、1980 年から現在にかけて、北関東地域で分離・保存されていた

IHN ウイルスを解析した。 

 分子系統解析の結果、これまで報告されていた J ゲノグループに属する静岡系統

（JS）、長野系統（JN）に加え、新たな系統（北関東系統：Jnk）を見出した。更に、

Jnk が A と B の 2 つのクラスからなることを明らかにした。 

 北関東地域では、1980 年代は Jnk-A と JS が主体であったのに対して、2000 年代以降

は JN に属する IHN ウイルスが優占していた。また Jnk-B の IHN ウイルスも増加傾向

である。 

 

研究成果の詳細 

【背景】 

伝染性造血器壊死症（IHN）は、国内のニジマス（図 1）養殖において深刻な魚病被

害をもたらしているウイルス病です。IHN が日本へ最初に侵入したのは 70 年代であ

り、当初は主に稚仔魚のみ被害がみられましたが、現在は親魚サイズでも本病が認めら



れます。このような病原性の変化は、IHN ウイルスの遺伝的変異の蓄積が進んでいるこ

とを意味しますが、その変遷は不明でした。そこで我々は、群馬県水産試験場および栃

木県水産試験場との共同研究により、1980～2010 年代に北関東地域で分離された IHN

ウイルスの分子系統解析を実施しました。 

 

【研究成果】 

解析には、1981 年から共同研究機関である群馬県および栃木県水産試験場が分離・保

存、または 2010 年以降に我々が養鰻場等で分離した計 72 ウイルス株を用いました。培

養細胞を用いてウイルスを増殖させた後、IHN ウイルスの抗原タンパク質の 1 つである

G タンパク質をコードする塩基配列を決定し、分子系統解析を行いました（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 本研究の供試魚の１種である 
ニジマス Oncorhynchus mykiss 

図 2. IHN ウイルスの抗原タン

パク質である G タンパク質の

塩基配列を用いた分子系統

樹。北関東地域では、Ｊゲノ

グループに属する、JN、JS、
Jnk-A および-B 系統に属する

ウイルスが確認されました。 

表 1. 年代毎に分離された IHN ウイ

ルスの株数とぺアライズアライメン

トを用いた相同性。優占的に認めら

れるウイルスの系統が年代毎に変化

しているのがわかります。 



解析の結果、既に報告されている J ゲノグループに属する JS および JN に加え、新系

統（北関東系統：Jnk）を見出しました。更に Jnk は A および B の 2 つのクラスに分か

れました。年代毎にみると、1980 年代は、多くが JS であったのに対し、2000 年以降の

大部分は JN でした。また Jnk は、A のクラスが 1980～2000 年代にみられたのに対し

て、B は 1990 年代からみられるようになり、現在も増加傾向にあることがわかりました

（表１）。このような北関東地域で認められる IHN ウイルスの系統の変遷は、同地域内

におけるニジマスの取引形態の変化によって生じてきたものと推測しています。 

現在、我々は、IHN に対する防疫やワクチン開発につながる情報収集を目的として、

2010 年以降に認められた JN および Jnk に属するウイルスの病原性や抗原性について解

析を進めています。 
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